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（メッセージ） 
 2006年 4月に九大に赴任して早くも 2年が経過し、徐々に研究室らしくなってきました。
生化学手法の応用が困難とされる GPCRを材料に、それでもしつこく生化学をやっていき
たいと思っています。本年度からは、GPCRの活性化の可視化と GPCRの細胞膜への輸送、
インターナリゼーション、不活性化のメカニズムを明らかにしていきます。 
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（研究室で有する実験技術・リソース） 

・ 細胞内シグナル伝達一般(細胞内 cAMP, カルシウム濃度測定) 

・ フローサイトメーター、セルソーティング 

・ イースト・ツーハイブリッド・スクリーニング 

・ 様々な GPCRの発現ベクター 

・ ロイコトリエン B4受容体欠損マウス(B6, Balb/cバックグラウンド) 

 

 


